
「
銀
の
馬
車
道
」
の
ス
タ
ー
ト
地
点
と
な
る
生
野
銀
山
、
こ
こ
ら
か
ら
姫

路
ま
で
の
南
北

の
沿
道
で
観
光
資
源
の
発
掘
が
進
め
ら
れ
て
い
る

馬
車
が
滑
ら
か
に
走
る
マ
カ
ダ
ム
式
工
法
採
用

◆マカダム式道路◆ 　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
最
新
の
馬
車
道
敷
設
工
法
で
、
道
路
を

水
田
よ
り
約

高
く
し
、
異
な
る
大
き
さ
の
石
を
使

っ
た
三
層
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
路
盤
は
あ
ら
石
で
、
そ

の
上
に

―

の
厚
み
で
３

く
ら
い
の
小
石

を
敷
き
詰
め
、
表
面
を
砂
や
小
粒

１

の
玉
砂
利

を
敷
き
詰
め
て
打
ち
固
め
た
。
雨
な
ど
の
天
候
に
左
右
さ

れ
ず
、
馬
車
が
滑
ら
か
に
走
行
で
き
た
。

関
連
商
品
銀
の
馬
車
道観

光
銀
の
馬
車
道

未
来
遺
産
銀
の
馬
車
道

‐兵庫県播磨地区

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
玉
商
標
登
録
し
商
品
開
発
促
す

バスツアー実現目指すルート具体化着手生野銀山から姫路に至る
住民と協議会一体で沿道地域の魅力発信

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
玉
と

し
て
展
開
し
て
い
る
の
が
「
銀

の
馬
車
道
関
連
商
品
」
。
銀
の

馬
車
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会

は
「
銀
の
馬
車
道
」
を
商
標
登

録
し
、
銀
の
馬
車
道
に
ち
な
ん

だ
新
た
な
商
品
開
発
を
促
進
し

て
地
域
振
興
に
役
立
て
て
い

る
。

　
朝
来
市
か
ら
姫
路
市
ま
で
神

河
町
、
市
川
町
、
福
崎
町
の
沿

道
の
民
間
事
業
者
が
対
象
。
協

議
会
は
２
０
０
７
年
度
か
ら
地

元
事
業
者
な
ど
の
関
連
商
品
開

発
に
補
助
金
を
出
し
て
地
域
の

産
業
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
既
存
の
商
品
改
良
も
あ
っ

て
、
現
時
点
で
関
連
商
品
は

事
業
者
、

品
目
に
の
ぼ
る
。

食
品
関
係
が
圧
倒
的
に
多
く
、

そ
の
内
容
は
梅
酒
、
清
酒
、
す

し
、
弁
当
、
船
津
ウ
コ
ン
、
豆

腐
、
ク
ッ
キ
ー
や
ケ
ー
キ
な
ど

洋
菓
子
、
せ
ん
べ
い
や
ま
ん
じ

ゅ
う
な
ど
の
和
菓
子
。
こ
う
し

た
多
彩
な
食
品
以
外
に
も
、
ゴ

ル
フ
パ
タ
ー
、
土
鈴
、
い
ぶ
し

瓦
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、
竹
灯

籠
、
銀
細
工
な
ど
の
ユ
ニ
ー
ク

な
も
の
か
ら
、
手
ぬ
ぐ
い
や
ハ

ン
カ
チ
な
ど
の
定
番
商
品
ま
で

そ
ろ
っ
て
い
る
。

　
販
売
は
個
々
の
努
力
に
任
せ

専
門
拠
点
は
整
備
さ
れ
て
い
な

い
状
況
だ
が
、
一
部
商
品
の
販

売
を
取
り
扱
う
商
店
は
現
状
で

６
店
舗
。
関
係
者
は
神
戸
市
に

出
向
く
な
ど
し
知
名
度
ア
ッ
プ

に
努
め
る
。
担
当
者
は
「
ゆ
ず

サ
イ
ダ
ー
が
売
り
上
げ
を
伸
ば

し
て
い
る
」
と
Ｐ
Ｒ
す
る
。

　
ス
タ
ー
ト
時
の
２
年
間
は

事
業
者
の

品
目
で
売
上
高
が

年
間
９
０
０
万
円
に
留
ま
っ
て

い
た
。
そ
の
後
、
開
発
商
品
の

拡
大
に
加
え
、
か
り
ん
と
う
の

常
磐
堂
製
菓
の
参
加
も
あ
り
、

昨
年
度
の
売
上
げ
は
一
気
に
２

億
円
台
に
跳
ね
上
が
っ
た
。

　
今
年
度
も
新
開
発
商
品
の
登

場
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
年
度

末
に
は
数
品
目
が
加
わ
り
そ
う

だ
。

　
銀
の
馬
車
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
銀
の
馬
車
道
を
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
、
沿
道
の
市
町
や
商
工
団

体
な
ど
で
構
成
す
る
「
銀
の
馬

車
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
」

を
中
心
に
、
自
然
や
歴
史
、
文

化
な
ど
の
地
域
資
源
を
活
用
し

た
一
種
の
地
域
お
こ
し
運
動

だ
。

　
観
光
資
源
再
生
や
関
連
商
品

の
開
発
だ
け
で
な
く
、
ラ
ッ
ピ

ン
グ
列
車
や
バ
ス
の
運
行
、
絵

画
・
写
真
・
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

の
実
施
、
バ
ス
ツ
ア
ー
、
地
域

を
つ
な
ぐ
リ
レ
ー
イ
ベ
ン
ト
、

人
情
喜
劇
「
銀
の
馬
車
道
」
劇

団
公
演
、
銀
の
馬
車
道
サ
イ
ク

リ
ン
グ
ツ
ア
ー
な
ど
多
彩
な
事

業
を
行
っ
て
沿
道
地
域
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
る
。

　
こ
の
住
民
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
た
「
銀
の
馬
車
道
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
が
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協

会
連
盟
に
評
価
さ
れ
、
兵
庫
県

内
で
初
め
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

未
来
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
未
来
遺
産
は
１
０

０
年
後
の
子
供
た
ち
へ
地
域
の

文
化
や
伝
統
を
伝
え
る
活
動
を

支
え
る
同
連
盟
の
取
り
組
み
。

　
銀
の
馬
車
道
そ
の
も
の
は
当

時
の
面
影
を
と
ど
め
る
場
所
が

神
河
町
に
一
部
残
っ
て
い
る
だ

け
。
観
光
資
源
と
は
言
い
難

い
。
生
野
銀
山
を
拠
点
に
し
た

姫
路
ま
で
の
南
北

の
沿

道
に
は
ど
ん
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト

が
あ
る
の
か
。
最
近
注
目
を
集

め
て
い
る
雲
海
の
竹
田
城
跡
に

続
く
２
匹
目
の
ド
ジ
ョ
ウ
が
出

て
く
る
か
も
。

　
生
野
銀
山
を
ス
タ
ー
ト
に
南

下
し
て
く
る
と
、
ま
ず
神
河
町

の
神
崎
農
村
公
園
ヨ
ー
デ
ル
の

森
が
目
に
入
る
。
こ
こ
で
は
農

業
体
験
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

る
。
続
い
て
市
川
町
に
入
っ
て

「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
市

川
」
が
あ
る
。
豊
か
な
自
然
の

中
の
交
流
型
レ
ジ
ャ
ー
施
設

だ
。

　
福
崎
町
で
は
民
俗
学
者
で
あ

る
柳
田
国
男
の
生
家
が
あ
る
。

間
口
５
間
、
奥
行
き
４
間
に
土

間
、
３
畳
間
、
４
畳
半
の
納

屋
、
３
畳
の
台
所
と
い
っ
た

「
田
の
字
型
」
民
家
で
、
日
本

民
家
の
原
初
形
態
だ
。
隣
の
も

ち
む
ぎ
の
や
か
た
で
は
古
く
か

ら
栽
培
し
て
い
る
も
ち
麦
を
使

っ
た
麺
料
理
が
人
気
を
集
め
て

い
る
。

　
姫
路
市
に
入
る
と
全
国
の
オ

モ
チ
ャ
を
集
め
た
日
本
玩
具
博

物
館
、
平
成
の
大
工
事
に
入
っ

て
い
る
姫
路
城
、
そ
し
て
亀
山

御
坊
本
徳
寺
が
あ
る
。
姫
路
城

は
工
事
の
素
屋
根
に
覆
わ
れ
て

い
る
が
、
来
年
の
１
月
ま
で
は

見
学
施
設
「
天
空
の
白
鷺
」
か

ら
ほ
ぼ
工
事
の
終
わ
っ
た
天
守

閣
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
亀
山
御
坊
本
徳
寺
は
中
世
本

願
寺
の
西
国
地
方
の
拠
点
と
し

て
造
ら
れ
た
寺
院
。
本
堂
は
京

都
の
西
本
願
寺
、
北
集
会
所
を

移
設
し
た
も
の
で
、
新
撰
組
の

刀
傷
が
柱
に
残
っ
て
い
る
こ
と

で
も
有
名
。

　
沿
道
で
は
な
い
も
の
の
、
ち

ょ
っ
と
足
を
伸
ば
せ
ば
、
秋
に

は
一
面
に
ス
ス
キ
の
穂
が
波
打

つ
砥
峰
高
原
、
西
の
比
叡
山
と

い
わ
れ
る
書
写
山
円
教
寺
が
あ

る
。

　
協
議
会
で
は
第
１
種

社
、

第
２
種

社
の
旅
行
業
者

社

に
補
助
金
を
負
担
す
る
バ
ス
ツ

ア
ー
の
呼
び
か
け
を
行
い
、
ル

ー
ト
開
発
の
具
体
化
に
乗
り
出

し
て
い
る
。
バ
ス
ツ
ア
ー
が
実

現
す
れ
ば
、
銀
の
馬
車
道
の
知

名
度
は
一
気
に
広
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

　
こ
こ
で
担
当
者
の
お
薦
め
ル

ー
ト
を
紹
介
し
よ
う
。
生
野
銀

山
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
生
野
町

の
古
い
町
並
み
を
見
学
し
て
名

物
で
人
気
の
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
を

昼
食
に
。
福
崎
町
に
移
っ
て
柳

田
国
男
生
家
を
訪
れ
、
隣
の
も

ち
む
ぎ
の
や
か
た
で
一
休
み
。

最
終
の
姫
路
市
で
国
宝
の
姫
路

城
を
楽
し
む
と
い
う
コ
ー
ス

だ
。
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